
紹

介

至
難
と
さ
れ
、
從
っ
て
園
太
暦
の
刊
行
「
は
慶
々
計
企
さ
れ
た
事
も
あ
り
、
久

し
い
以
前
か
ら
今
に
も
公
刊
さ
る
」
や
に
言
は
れ
た
が
、
底
本
の
作
製
容
易

な
ら
ざ
る
た
め
に
、
今
田
に
及
ん
だ
。

、
所
が
績
群
書
類
從
の
冊
行
を
完
成
し
て
幾
多
の
射
干
を
積
ま
れ
た
太
洋
赫

の
太
田
藤
四
郎
域
は
敢
然
園
太
暦
公
刊
の
難
事
業
を
企
て
計
獄
以
來
多
年
の

苦
心
と
無
難
打
破
の
結
果
、
い
よ
く
實
行
さ
れ
、
近
く
共
第
一
雀
が
獲
行

さ
る
」
に
到
っ
た
Q
太
雀
に
は
最
初
に
悠
長
元
年
二
月
露
月
の
紳
繊
本
の
正

本
を
そ
の
ま
鼠
に
牧
め
、
そ
れ
か
ら
康
永
三
年
正
月
か
ら
貞
和
二
年
五
月
ま

で
を
纏
め
て
居
る
。
涯
ハ
の
初
め
に
清
め
ら
れ
た
雁
…
長
元
年
二
月
三
月
の
一
二

が
上
梓
さ
れ
た
華
だ
け
で
も
非
常
な
慶
晦
で
あ
り
、
　
こ
れ
に
よ
っ
て
園
太
暦

の
正
本
と
抄
本
と
が
、
ど
ん
な
關
係
に
な
っ
て
居
る
か
を
充
分
に
比
較
研
究

す
る
事
が
潮
騒
る
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
比
較
す
れ
ば
、
疋
本
の
全
都
が
現
存

し
た
ら
、
ど
ん
な
に
難
養
い
だ
ら
う
、
と
し
み
λ
μ
＼
と
思
ふ
の
は
、
吾
入
の

み
で
は
あ
る
ま
い
。
更
に
引
績
い
て
公
刊
さ
れ
全
部
で
五
冊
に
な
る
評
定
と

爾
く
。

　
糖
質
は
、
襲
に
京
都
帝
國
大
學
に
職
を
奉
ぜ
し
時
よ
り
園
太
暦
の
研
究
に

意
を
用
ひ
つ
』
あ
っ
た
現
史
料
編
纂
官
の
岩
橋
小
回
太
氏
が
當
ら
れ
て
か
ら

全
く
安
心
す
る
纂
が
出
來
よ
う
。

　
幾
多
の
新
知
見
が
や
が
て
太
々
か
ら
現
は
る
＆
で
あ
ら
う
Q
東
京
市
蟹
出

撃
池
袋
二
丁
鼠
一
〇
〇
八
、
太
洋
野
盗
行
、
一
冊
商
号
憤
四
。
五
輪
〔
中
村
〕
．

第
二
牽
一
巻
　
第
四
號
　
　
入
六
六

○
書
紀
集
解
　
谷
上

河
　
村
肝
　
根
著

一
國
癌
縞
榊
文
化
文
献
第
五
、

　
　
　
　
衝
巷
共
闘
分
冊
の
中
一
…

　
最
近
、
我
隠
構
精
魂
文
化
史
上
特
に
貴
重
な
る
奥
料
の
複
製
複
刻
を
企
て

国
界
に
多
大
の
貢
献
を
潔
し
つ
㌧
あ
っ
た
國
罠
精
瀞
文
化
研
究
所
が
、
先
に

公
刊
の
選
び
と
な
っ
た
「
日
本
書
紀
章
疏
し
の
あ
と
を
追
ひ
、
「
國
無
精
瀞
文

化
文
献
第
五
」
と
し
て
新
ら
し
く
世
に
晒
ら
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　
蓑
者
ほ
通
事
を
復
膏
血
、
號
を
葎
　
電
と
云
ひ
、
享
保
八
年
尾
州
藩
の
國
學
者

河
村
秀
纏
の
次
男
と
し
て
生
を
享
け
、
編
本
八
十
彦
多
脚
義
俊
等
の
瀞
道
國

聖
者
に
師
事
し
て
、
蘇
攣
天
野
信
奉
、
吉
見
幸
和
の
學
統
を
縫
承
融
述
し
た

碩
學
で
あ
る
Q
延
享
、
寛
延
の
頃
、
兄
秀
頴
と
共
に
「
H
本
書
紀
税
政
辮
」
「
榊

學
辮
鴇
瀞
砥
令
集
解
」
の
大
著
を
編
述
し
て
夙
に
學
名
を
馳
せ
て
み
た
が
、
。
そ

の
後
聞
も
な
く
目
木
書
紀
註
羅
本
の
編
蓮
を
志
し
、
之
に
從
霧
す
る
事
三
十

有
簸
年
、
　
天
明
め
初
、
無
六
十
［
二
に
し
て
既
の
偉
業
を
完
践
し
た
の
で
あ
る
。

（
歯
茎
精
紳
耳
菜
、
ニ
ノ
『
吉
田
ヨ
郎
氏
、
「
河
村
秀
線
と
そ
の
遺
財
」
、
参

照
）
Q

　
本
轡
は
書
紀
及
び
瞬
學
研
究
上
敏
く
べ
か
ら
ざ
る
史
料
で
あ
る
、
が
そ
の

複
刻
公
刊
の
鄭
は
、
詞
研
究
所
々
員
西
閏
直
二
郎
鯨
土
、
同
助
手
理
博
光
氏

同
吉
田
三
郎
氏
等
の
苦
心
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
從
來
の
流
布
本

天
明
五
年
の
木
版
刊
本
を
底
本
と
し
、
現
在
市
立
名
古
屋
圃
書
館
に
所
藏
せ

ら
る
L
著
者
自
撃
稿
本
を
滲
照
し
て
校
合
し
た
も
の
で
あ
る
。

（　ISS　）



　
現
今
世
相
の
上
に
著
し
く
「
焦
燥
の
氣
」
み
な
ぎ
り
、
「
動
竜
す
れ
ば
根
底
な

き
大
円
筒
壮
語
を
喜
ぶ
風
」
が
み
ら
れ
る
時
、
同
研
究
所
が
「
静
か
に
古
典
の
繕
…

榊
を
學
び
、
篤
厚
の
氣
蓮
を
醸
成
」
せ
ん
事
を
意
怨
し
て
本
書
を
刊
行
せ
ら
れ

た
事
は
、
學
界
、
叉
廣
く
は
國
民
と
共
に
喜
ぶ
べ
き
事
柄
で
あ
ら
う
。
（
東
京
、

國
民
精
機
交
化
研
究
所
群
行
、
洋
装
菊
判
、
四
〇
一
頁
、
非
費
品
）
〔
内
藤
〕

○
高
野
由
文
書
　
第
五
巻
（
金
剛
三
昧
院
文
書
）

　
昭
和
七
年
四
月
、
弘
法
大
師
一
千
百
年
忌
遽
忌
を
、
記
念
せ
む
が
た
め
に
璽

言
宗
鵬
古
の
事
業
と
し
て
企
劃
せ
ら
れ
た
も
の
は
、
今
そ
の
完
成
を
途
げ
つ

」
あ
る
二
言
宗
全
書
の
刊
行
と
、
他
は
高
野
山
史
編
纂
所
の
鵬
設
で
あ
り
、

蓬
々
千
百
歳
に
判
る
｝
山
興
亡
史
の
撰
述
に
あ
っ
た
Q
爾
來
四
星
霜
、
今
そ

の
事
業
の
基
礎
的
工
作
と
し
て
一
山
史
」
料
の
あ
5
5
ゆ
る
菰
野
か
ら
の
集
大
成

を
見
る
に
至
っ
た
事
は
冥
界
近
時
の
鴻
墾
と
し
て
、
そ
の
不
擁
の
聖
業
に
心

か
ら
な
る
慶
慨
の
意
を
表
し
た
い
。
蒐
む
る
所
、
十
入
萬
撃
茎
の
中
、
約
六

千
絵
通
を
嚴
選
の
上
、
　
一
山
各
院
文
書
八
魅
、
奮
寺
領
内
交
書
四
雀
に
種
別

せ
ら
れ
、
全
拾
試
巻
を
遇
す
る
浩
灘
な
も
の
で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
今
次
の
刊
行
は
鎚
の
正
縛
…
贅
叢
書
に
距
が
む
と
せ
る
も
の
で
あ

り
其
を
補
は
む
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
そ
の
瓦
書
の

配
列
に
於
て
襲
の
大
日
本
古
文
書
に
則
り
て
「
家
わ
け
」
別
を
採
用
せ
ら
れ
る

等
、
そ
の
内
容
膿
裁
の
す
べ
て
に
於
て
前
者
に
準
じ
ら
れ
た
る
は
誠
に
賢
明

の
策
と
い
ふ
べ
く
研
究
に
利
便
せ
ら
る
」
所
が
甚
だ
多
い
。
襲
の
大
日
本
古

、
文
書
「
家
わ
け
第
一
」
に
孜
め
ら
れ
た
る
も
の
が
主
と
し
て
御
影
堂
賓
庫
を
申

紹

介

心
と
せ
る
も
の
な
る
に
反
し
、
融
く
一
山
各
院
の
秘
庫
は
も
と
よ
り
、
普
く

全
盤
に
誇
る
奮
高
野
領
内
に
ま
で
そ
の
採
訪
の
手
を
差
し
延
べ
、
以
て
資
料

蒐
集
の
翠
霞
を
期
せ
ら
れ
た
所
に
今
次
刊
行
の
重
大
な
る
意
義
が
考
へ
ら
れ

て
い
Σ
で
あ
ら
う
。

　
初
團
に
配
本
せ
ら
れ
た
金
剛
離
婁
院
文
書
に
は
同
院
所
管
に
係
る
御
脛
藏

文
書
、
六
巻
書
交
書
、
鼻
長
藏
交
書
．
校
倉
交
書
等
、
計
三
胃
八
十
二
通
が
孜

鋲
さ
れ
て
る
る
Q
　
い
ふ
ま
で
も
な
ぐ
常
院
は
そ
の
草
創
の
當
初
よ
り
源
家
と

は
特
別
の
…
關
係
を
有
ち
、
秋
田
城
介
時
圏
自
筆
寄
…
進
状
を
初
め
足
利
胚
代
將

軍
の
御
教
書
一
等
そ
の
爾
者
の
關
聯
を
示
す
も
の
多
く
、
そ
の
可
傾
、
筑
前

粥
田
庄
、
播
磨
在
田
上
庄
（
紀
伊
由
良
庄
、
擁
津
小
玉
上
庄
等
そ
の
奪
領
庄

園
に
關
す
る
も
の
叉
多
い
Q
而
も
常
院
は
夙
に
渤
學
院
と
し
て
一
黒
酒
方
の

柱
石
と
し
て
そ
の
電
き
を
な
し
、
無
道
上
人
、
興
山
上
人
懸
鉱
ハ
等
一
山
中
興

組
師
の
資
料
等
叉
蜷
か
で
ポ
め
る
。
不
幸
屡
々
の
浅
草
に
鍋
さ
れ
て
そ
の
原
本

の
大
鷺
を
失
へ
る
は
誠
に
遣
憾
と
い
ふ
べ
き
も
今
纏
か
に
残
る
原
本
に
手
窟

を
交
へ
て
本
書
の
上
梓
を
見
た
こ
と
は
慶
ば
し
い
。
　
と
ま
れ
、
報
は
れ
ざ
る

こ
の
種
事
業
の
前
途
こ
そ
誠
に
洋
々
た
る
も
の
が
あ
る
Q
折
角
竈
勉
そ
の
完

成
の
完
か
ら
む
こ
と
を
切
言
す
る
次
第
で
あ
る
Q
　
（
菊
版
四
六
一
頁
、
　
圖
版

四
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
内
高
野
山
史
編
纂
所
孝
行
、
償
単
手
噛
五
圓
宛
）
〔
濱

中
〕

○
日
本
史
學
三

二
　
豆
　
公
　
卸
量

甲
「
B
本
史
學
史
」
そ
れ
は
現
今
我
風
史
學
の
領
域
に
於
て
、
確
か
に
注
目
す

第
二
十
一
巻
　
第
～
四
號
　
　
　
八
山
論
難

、
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